


ご
あ
い
さ
つ

　

本
年
、
平
城
宮
跡
造
酒
司
出
土
木
簡
五
六
八
点
が
、
一
括
し
て
国
の
重

要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。
実
物
の
木
簡
を
お
目
に
か
け
る
恒
例
の

﹁
地
下
の
正
倉
院
展
﹂
で
す
が
、
今
年
度
は
こ
れ
を
記
念
し
て
、
こ
の
新

指
定
の
木
簡
を
ご
覧
い
た
だ
く
展
示
を
企
画
し
ま
し
た
。

　

造
酒
司
と
は
、
酒
や
酢
の
醸
造
を
つ
か
さ
ど
る
役
所
で
す
。
今
回
指
定

さ
れ
た
の
は
、
一
九
六
四
年
か
ら
六
五
年
に
か
け
て
お
こ
な
わ
れ
た
発
掘

調
査
で
み
つ
か
っ
た
木
簡
で
、
調
査
地
が
造
酒
司
で
あ
っ
た
こ
と
を
特
定

す
る
重
要
な
根
拠
と
な
り
ま
し
た
。
木
簡
か
ら
は
、
酒
づ
く
り
を
中
心
と

す
る
さ
ま
ざ
ま
な
日
常
業
務
の
様
子
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
、
中
に
は

神
亀
元
年
（
七
二
四
）
に
お
こ
な
わ
れ
た
聖
武
天
皇
の
大
嘗
祭
に
関
わ
る

も
の
も
み
ら
れ
ま
す
。
造
酒
司
で
は
、
そ
の
後
も
数
次
に
わ
た
る
発
掘
調

査
が
お
こ
な
わ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ら
の
成
果
も
あ
わ
せ
て
ご
紹
介
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

秋
の
一
日
、
造
酒
司
木
簡
の
芳
醇
な
世
界
を
、
じ
っ
く
り
味
わ
っ
て
い

た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
今
回
の
展
示
に
あ
た
り
ご
後
援
を
い
た
だ
い

た
皆
様
に
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　

二
〇
一
五
年
一
〇
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

独
立
行
政
法
人
国
立
文
化
財
機
構

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

奈
良
文
化
財
研
究
所
長　

松
村　

恵
司

凡
例

１
．
本
書
は
、
奈
良
文
化
財
研
究
所
平
城
宮
跡
資
料
館
で
お
こ
な
う
平
成
27
年
度
秋
期
特
別
展

﹁
地
下
の
正
倉
院
展 

造
酒
司
木
簡
の
世
界
﹂
に
ち
な
ん
で
編
集
し
た
も
の
で
あ
る
。

本
特
別
展
は
、
当
研
究
所
都
城
発
掘
調
査
部
史
料
研
究
室
が
企
画
し
、
企
画
調
整
部
展
示

企
画
室
が
全
面
的
に
協
力
し
開
催
す
る
。

︵
会
期
：
平
成
27
年
10
月
17
日
︵
土
︶
～
11
月
29
日
︵
日
︶︶

２
．
木
簡
の
保
存
に
万
全
を
期
す
た
め
、
会
期
中
は
約
２
週
間
ご
と
に
２
回
の
展
示
替
え
を
お

こ
な
う
。

３
．
木
簡
の
写
真
は
、
特
に
明
記
し
た
も
の
以
外
は
、
原
寸
の
75
％
に
縮
小
し
て
掲
載
し
た
。

写
真
下
の
ア
ラ
ビ
ア
数
字
は
本
特
別
展
に
お
け
る
通
し
番
号
を
示
す
。

４
．
本
書
の
編
集
は
、
史
料
研
究
室 

桑
田
訓
也
と
展
示
企
画
室 

中
村
玲
が
担
当
し
、
本
文
は

桑
田
、
写
真
の
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
は
中
村
・
展
示
企
画
室 

中
川
あ
や
が
執
筆
し
た
。
木
簡
の

写
真
は
、
企
画
調
整
部
写
真
室 

中
村
一
郎
が
撮
影
し
、
鎌
倉
綾
が
補
佐
し
た
。
作
成
に
あ

た
り
、
史
料
研
究
室 

渡
辺
晃
宏
・
馬
場
基
・
山
本
祥
隆
・
井
上
幸
・
方
国
花
・
藤
間
温
子
、

展
示
企
画
室 

加
藤
真
二
が
協
力
し
、
展
示
企
画
室 

能
勢
真
理
子
・
廣
瀬
智
子
・
福
島
冠
如
・

宮
畑
勇
希
が
補
佐
し
た
。

５
．
本
特
別
展
に
あ
た
っ
て
は
、
以
下
の
諸
機
関
の
ご
後
援
を
得
た
。
記
し
て
謝
意
を
表
す
る
。

文
化
庁
・
国
土
交
通
省
近
畿
地
方
整
備
局
国
営
飛
鳥
歴
史
公
園
事
務
所
・
奈
良
県
教
育
委

員
会
・
奈
良
市
教
育
委
員
会
・
読
売
新
聞
社
・
近
畿
日
本
鉄
道
株
式
会
社
・
奈
良
交
通
株

式
会
社
・
株
式
会
社
南
都
銀
行
・
木
簡
学
会
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西  宮

推定大膳職

中央区
朝堂院

推定内膳司

内裏

第二次
大極殿院

  東区
朝堂院

朝集殿院

兵部省
式部省

神祗官

建
部
門

的
門

東
院
・
楊
梅
宮

推定
宮内省

「
磚
積
官
衙
」

推定西池宮

左
馬
寮

右
馬
寮

伊
福
部
門

佐
伯
門

玉
手
門

県
犬
養
門

若犬養門 朱雀門 壬生門

東院庭園中央区
朝堂院

内裏

  東区
朝堂院

朝集殿院
式部省

推定西池宮

左
馬
寮

右
馬
寮

伊
福
部
門

佐
伯
門

玉
手
門

県
犬
養
門

小
子
部
門

若犬養門 朱雀門 壬生門

東
宮

第一次
大極殿院

東院庭園

造酒司 造酒司

平城宮内における造酒司の位置

奈良時代前半 奈良時代後半

造
酒
司
で
み
つ
か
っ
た
遺
構

　

造
酒
司
で
は
、
掘ほ
っ

立た
て

柱ば
し
ら

建
物
や
井

戸
が
複
数
発
見
さ
れ
た
。

　

掘
立
柱
建
物
の
内
部
は
、
甕か
め

の
据
付

け
穴
が
並
ぶ
も
の
が
多
く
、
醸
造
・
保

管
に
関
わ
る
施
設
と
考
え
ら
れ
る
。

　

井
戸
は
三
基
確
認
さ
れ
、
こ
こ
か
ら

醸
造
に
用
い
る
水
を
汲
ん
だ
の
だ
ろ

う
。
中
で
も
、
周
囲
に
石
敷
き
を
巡
ら

せ
、
六
角
形
の
井
戸
屋
形
を
も
つ
巨
大

な
井
戸
が
特
筆
さ
れ
る
。
特
別
な
儀
式

に
用
い
る
酒
の
醸
造
用
の
水
を
汲
む
た

め
の
も
の
か
も
し
れ
な
い
。
井
戸
か
ら

の
排
水
は
木も
く

樋ひ

な
ど
を
使
っ
て
丁
寧
に

お
こ
な
わ
れ
、
水
の
管
理
が
重
要
で

あ
っ
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
。

　

こ
の
他
、
区
画
内
に
は
竪
穴
が
掘
ら

れ
て
お
り
、
種た
ね

麹こ
う
じの

保
存
施
設
の
可
能

性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　

建
物
や
井
戸
は
、
時
期
が
下
る
に
し

た
が
っ
て
数
が
増
え
、
規
模
も
大
き
く

な
る
傾
向
が
あ
る
。
こ
れ
は
生
産
体
制

の
整
備
・
拡
充
を
反
映
し
て
い
る
の
だ

ろ
う
。

　

こ
れ
ま
で
に
発
掘
調
査
が
お
こ
な
わ

れ
た
の
は
造
酒
司
の
西
半
分
の
み
で
、

実
際
に
製
造
に
か
か
わ
る
現
業
部
門
に

あ
た
る
。
造
酒
司
の
事
務
部
門
は
、
未

調
査
の
区
画
東
半
分
に
眠
っ
て
い
る
と

想
定
さ
れ
る
。　

造ぞ
う

酒し
ゅ

司し

と
は
？

　

造
酒
司
は
、平
城
宮
内
に
お
か
れ
た
、

酒
や
酢
の
醸
造
を
掌
つ
か
さ
どる

役
所
で
あ
る
。

宮
内
で
消
費
す
る
酒
類
は
、
基
本
的
に

造
酒
司
で
の
生
産
に
よ
っ
て
ま
か
な
わ

れ
て
い
た
。
そ
れ
ら
は
、
内
裏
に
進
上

さ
れ
る
と
と
も
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
神
事

や
饗き
ょ
う
え
ん宴に

用
い
ら
れ
た
。

造
酒
司
の
場
所
や
規
模
は
？

　

造
酒
司
の
発
掘
調
査
は
、
一
九
六
四

年
度
（
平
城
第
二
二
次
北
調
査
）
以
降
、

こ
れ
ま
で
五
回
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
。

　

調
査
の
結
果
、
造
酒
司
は
、
奈
良
時

代
を
通
じ
て
内
裏
東
方
の
同
じ
場
所
に

あ
っ
た
こ
と
、
周
囲
を
築つ
い

地じ

塀べ
い

で
囲
ま

れ
た
南
北
約
一
二
五
ｍ
、
東
西
推
定

一
一
〇
ｍ
の
区
画
で
、
南
と
北
に
門
が

開
く
こ
と
、
建
物
の
変
遷
に
大
き
く
三

時
期
が
確
認
で
き
る
こ
と
、
な
ど
が
明

ら
か
に
な
っ
た
。

　

ま
た
、
区
画
が
大
尺
（
大
尺
一
尺
は

約
三
五
・
五
㎝
）
を
単
位
と
し
て
設
計

さ
れ
た
と
み
ら
れ
る
こ
と
は
、
平
城
宮

が
遷
都
当
初
か
ら
東
に
張
り
出
す
形
状

で
設
計
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
す
点
で

重
要
で
あ
る
。

六角形の井戸屋形をもつ造酒司井戸（イラスト：早川和子） 造酒司での酒づくりの様子（イラスト：早川和子）

プ
ロ
ロ
ー
グ

造
酒
司
と
は
？
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　木
簡
は
、
主
に
造
酒
司
の
西
辺
を
南
北
方
向

に
流
れ
る
溝
（
井
戸
か
ら
の
排
水
路
）
か
ら
出

土
し
た
。
造
酒
司
西
辺
は
谷
筋
に
あ
た
り
、
井

戸
か
ら
の
排
水
路
が
繰
り
返
し
掘
ら
れ
た
。
奈

良
時
代
を
通
じ
て
湿
地
の
よ
う
な
状
態
で
あ
っ

た
と
み
ら
れ
る
。

　1
は
、
造
酒
司
か
ら
の
呼
び
出
し
状
。「
長
」

は
、
酒
造
り
に
携
わ
っ
た
酒さ
か

部べ

の
統
率
者
か
。

三
名
の
「
長
」
に
対
し
て
、
当
番
の
割
り
当
て

通
り
に
出
勤
す
る
よ
う
に
命
じ
て
い
る
。
呼
び

出
し
を
受
け
た
当
人
が
こ
の
木
簡
を
造
酒
司
に

持
参
し
、
そ
の
後
廃
棄
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら

れ
る
。

　4
は
、
中な
か
つ
か
さ
し
ょ
う

務
省
の
監け
ん
も
つ物

の
史し

生し
ょ
う

ら
が
酒
を

請
求
し
た
手
紙
の
木
簡
。
監
物
は
物
品
の
出
納

な
ど
を
掌
つ
か
さ
どる

役
所
で
、
史
生
は
そ
の
書
記
官
。

宛
先
は
明
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
酒
を
支
給
す

る
役
所
と
し
て
は
、
造
酒
司
が
ふ
さ
わ
し
い
。

発
掘
調
査
地
が
造
酒
司
で
あ
る
こ
と
の
決
め
手
に
な
っ
た
の
は
、
文
書
の
木
簡
。

文
書
木
簡
に
記
さ
れ
た
差
出
と
宛
先
は
、
誰
が
木
簡
を
捨
て
た
か
を
解
き
明
か
す

重
要
な
カ
ギ
と
な
る
。

1

4

「酒司□」「□〔造カ〕酒」と墨書された
土
は じ き

師器の杯　これも調査地が造酒司であるこ
とを確かにした決め手のひとつ。

発
掘
調
査
で
明
ら
か
に
な
っ
た
奈
良
時
代
前
半
の
造
酒
司
の
建
物
配
置　

奈
良
時
代
後

半
に
は
建
物
の
建
て
替
え
が
お
こ
な
わ
れ
、
配
置
も
変
わ
る
が
、
井
戸
や
排
水
路
は
基

本
的
に
踏
襲
さ
れ
る
。
木
簡
の
多
く
は
井
戸
か
ら
延
び
る
排
水
路
（
S
D
3
0
3
5
）

よ
り
出
土
し
た
。（
緑
色
は
甕
の
据
付
け
穴
が
並
ぶ
建
物
。
水
色
は
井
戸
や
排
水
路
。）

造
酒
司
の
発
見

SB13261

SB3004

SB2997

SB13180

SB2980SD3047

SB15803
SB13160

SD3035

SE15800

SB15802

SB13155

SD3050

SD15818

SB16726

SB16700

SE3046
SE3049
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8
は
、両ふ
た

村む
ら

郷
か
ら
送
ら
れ
た
酒
米
の
荷
札
。

「
御
酒
米
」
は
、
天
皇
用
の
酒
（
御み

き酒
）
に
用

い
る
た
め
の
米
を
さ
す
の
で
あ
ろ
う
。
両
村
郷

（
二
村
郷
）
は
、
尾お

張わ
り

国
山
田
郡
と
讃さ
ぬ

岐き

国
鵜う

足た
り

郡
に
み
え
る
。
酒
米
の
荷
札
は
、
郷
名
か
ら

書
き
出
す
な
ど
比
較
的
簡
略
な
書
式
の
も
の
が

多
い
。
酒
米
の
生
産
地
と
造
酒
司
に
は
特
別
な

結
び
つ
き
が
あ
っ
た
可
能
性
も
あ
ろ
う
。

　

28
は
、
丹た
ん

後ご

国
か
ら
送
ら
れ
た
赤せ
き
し
ょ
う
ま
い

舂
米
（
舂つ

い
た
赤
米
）
の
荷
札
。
赤
米
は
、
酒
の
醸
造
に

し
ば
し
ば
用
い
ら
れ
た
ら
し
く
、
造
酒
司
周
辺

で
多
く
の
荷
札
が
み
つ
か
っ
て
い
る
。
あ
る
い

は
、
赤
い
色
の
酒
を
醸
造
す
る
た
め
に
用
い
ら

れ
た
か
。

　

20
は
、備び
ん

後ご

国
か
ら
送
ら
れ
た
白
米
の
荷
札
。

造
酒
司
か
ら
は
、
酒
米
や
赤
米
と
書
か
れ
て
い

な
い
米
の
荷
札
も
多
く
み
つ
か
っ
て
い
る
。
こ

れ
ら
も
基
本
的
に
は
酒
や
酢
の
原
料
と
し
て
用

い
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

31
は
、
伊い

が賀
国
か
ら
送
ら
れ
た
荷
札
。「
俵
」

と
の
み
書
か
れ
て
い
る
が
、
米
俵
の
可
能
性
が

高
い
。

　

こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
年
紀
が
書
か
れ
て
い
な

い
が
、
行
政
単
位
の
書
き
方
か
ら
、
20
は
霊
亀

三
年
（
七
一
七
）
以
前
、
８
・
28
・
31
は
天
平

十
二
年
（
七
四
〇
）
以
後
の
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。

20

8

31

28

大型の杓
しゃく

子
し

　酒づくりに使われたのか
もしれない。（長さ約 35㎝）

酒
づ
く
り
は
、
造
酒
司
の
仕
事
の
中
心
で
あ
る
。
原
料
と
な
る
米
の
荷
札
を
は
じ

め
、
大お
お
が
め甕

に
付
け
た
付つ
け
ふ
だ札

（
整
理
用
ラ
ベ
ル
）
や
、
醸
造
中
の
ト
ラ
ブ
ル
（
？
）

を
記
し
た
も
の
ま
で
。
木
簡
は
、現
場
の
様
子
を
う
か
が
う
格
好
の
資
料
で
あ
る
。

酒
づ
く
り
の
日
々
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15
は
、「
中
酢
」と
書
か
れ
た
木
簡
。「
中
」は
、

酢
の
等
級
を
示
す
の
で
あ
ろ
う
。酢
の
醸
造
も
、

造
酒
司
の
重
要
な
仕
事
で
あ
っ
た
。

　

25
は
、「
臭
い
酢
、
ネ
ズ
ミ
が
入
っ
て
い
る
」

と
い
う
意
味
の
メ
モ
が
書
か
れ
た
木
簡
。
具
体

的
な
ト
ラ
ブ
ル
の
例
が
わ
か
っ
て
興
味
深
い
。

中
酢
の
木
簡
（
15
）
と
同
じ
く
短
冊
形
を
し
て

お
り
、
問
題
の
酢
の
容
れ
物
の
側
に
、
注
意
書

き
と
し
て
置
か
れ
た
も
の
だ
ろ
う
か
。
裏
面
に

は
、「
臭
」の
字
が
書
き
連
ね
ら
れ
て
い
る
。「
臭
」

は
、「
自
」
の
下
に
「
死
」
と
書
く
字
体
。
奈

良
時
代
に
は
、
も
っ
ぱ
ら
こ
の
字
体
が
使
わ
れ

た
よ
う
だ
。

　

34
は
、
櫟い
ち
いの

実
の
付
札
。
櫟
は
常
緑
の
針
葉

樹
で
、
初
秋
に
赤
い
果
実
を
つ
け
る
。
果
実
は

甘
く
、
そ
の
ま
ま
食
用
に
な
る
が
、
種
子
に
は

有
毒
成
分
が
含
ま
れ
、
多
量
に
摂
取
す
る
と
死

に
至
る
こ
と
も
あ
る
。
正
倉
院
文
書
に
は
「
櫟

に
酔
っ
た
」
と
い
う
記
述
が
み
え
、
果
実
酒
の

原
料
と
し
て
用
い
ら
れ
た
も
の
か
。
表
面
の
切

り
込
み
部
分
に
は
、
紐
を
か
け
た
痕
跡
が
白
く

抜
け
て
残
る
。

　

23
は
、清
酒
の
付
札
。「
中
」
は
、15
と
同
様
、

酒
の
等
級
を
示
す
も
の
か
。
清
酒
は
澄
ん
だ
酒

の
意
で
、
濁
に
ご
り

酒ざ
け

と
対
を
な
す
。
上
澄
み
も
し

く
は
布
の
よ
う
な
も
の
で
濾ろ

か過
し
て
酒さ
け
か
す糟

と
分

離
し
た
酒
と
考
え
ら
れ
る
。

1525

34

23

「酢」と墨書された須
す え き

恵器の杯
つき

　酢専用の
器があったのだろうか。（右は径 15㎝）
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16

　

22
は
、
十
月
十
八
日
の
「
余
米
」
の
数
量
を

記
録
し
た
木
簡
。
余
米
は
文
字
ど
お
り
、
何
ら

か
の
用
途
に
使
っ
た
残
り
の
米
で
あ
ろ
う
。
上

部
に
切
り
込
み
が
あ
る
こ
と
か
ら
み
て
、
袋
な

ど
に
括
り
付
け
ら
れ
て
い
た
も
の
か
。
表
裏
両

面
に
異
な
る
筆
跡
で
ほ
ぼ
同
じ
文
言
が
書
か
れ

て
い
る
が
、
よ
く
見
る
と
、
片
方
は
「
日
」
と

書
く
と
こ
ろ
を
「
目
」
と
書
い
て
し
ま
っ
て
い

る
。

　

16
は
、
●み
か

（
大
甕
）
の
付
札
。
冒
頭
の
「
二

條
六
」
は
、二
列
目
の
六
番
目
と
い
う
意
味
で
、

多
く
の

が
縦
横
に
整
然
と
並
ん
で
い
た
様
子

が
わ
か
る
。
造
酒
司
の
発
掘
調
査
で
は
、
内
部

に
甕
の
据
付
け
穴
が
整
然
と
並
ぶ
掘ほ
っ

立た
て

柱ば
し
ら建

物

が
み
つ
か
っ
て
お
り
、
木
簡
の
記
載
と
見
事
に

符
合
す
る
。
三
石
五
斗
九
升
は
、
今
の
約
一
石

六
斗
一
升
六
合
、
二
九
一
ℓ
に
あ
た
る
。

22

酒の醸造・貯蔵に使われた大型の甕　口
こうえん

縁の部分
に、並べられた甕の位置を示す木簡が紐で括り付
けられていたと考えられる。文献史料の研究から
は、酒甕（●）は口径が 30㎝以上、高さ 80㎝以上
に及ぶ大型の甕であったといわれている。造酒司
では完形に近いものは出土しておらず、写真は平
城宮・京の各所で出土したもの。

大型の須恵器甕の破片　口
こうけい

頚部に「□野伎五十戸
●」と刻まれる。「□野伎」は、「斯

し の ぎ
野伎」の一部

で、遠
とおとうみ

江国山
やま

名
な

郡信
しの

芸
ぎ

郷（今の静岡県袋井市あた
り）にあたると推定され、このような大型の甕が
平城宮・京外の生産地から届けられたものであっ
たことがわかる。

銅印　酒甕にかけた紐に取り付ける、「封
ふうでい

泥」（封
をするための粘土）に押印するものであった可能
性がある。印面の記号が何を表しているのかは、
よくわかっていない。（縦 4.4㎝、横 4㎝）
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大
嘗
祭
と
は
、
天
皇
が
即
位
し
て
か
ら
最
初

に
お
こ
な
う
新に
い
な
め
さ
い

嘗
祭
の
こ
と
。
新
嘗
祭
と
は
、

毎
年
十
一
月
下
旬
に
お
こ
な
う
収
穫
祭
。
新
米

を
炊
い
た
ご
飯
や
、
新
米
で
つ
く
っ
た
お
酒
な

ど
を
神
々
に
供
え
、
天
皇
み
ず
か
ら
も
飲
食
す

る
祭
り
だ
。

　

大
嘗
祭
は
四
日
間
に
わ
た
り
、
一
日
目
に
は

神
事
が
、
二
～
四
日
目
に
は
饗き
ょ
う
え
ん宴が
お
こ
な
わ

れ
る
。
造
酒
司
は
、
饗
宴
で
飲
む
酒
類
や
神
事

に
用
い
る
供
物
の
準
備
な
ど
を
担
当
し
た
。

　

46
は
、
白
酒
と
書
か
れ
た
木
簡
（
付つ
け
ふ
だ札

か
）。

白し
ろ

酒き

は
、
黒く
ろ

酒き

と
な
ら
び
新
嘗
祭
・
大
嘗
祭
に

供
さ
れ
る
酒
で
あ
ろ
う
。『
延え
ん

喜ぎ

式し
き

』に
よ
れ
ば
、

麹
の
比
率
が
三
割
弱
で
発
酵
さ
せ
た
も
の
が
白

酒
で
、
そ
れ
に
久く

さ

ぎ
佐
木
の
灰
を
加
え
た
も
の
が

黒
酒
で
あ
る
。

　

41
は
、
親
王
以
下
の
人
々
に
酒
を
支
給
し
た

際
の
帳
簿
と
み
ら
れ
る
木
簡
。
伎く
れ
ひ
と人
は
、
歌

舞
人
を
い
う
。『
延
喜
式
』
に
は
、
大
嘗
祭
の

豊と
よ
の
あ
か
り
の
せ
ち
え

楽
節
会
（
四
日
目
の
饗
宴
）
に
お
け
る
給
酒

量
が
、
三
位
以
上
・
五
位
以
上
・
六
位
以
下
歌

舞
人
等
に
分
け
て
規
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
木

簡
の
記
載
は
そ
れ
と
は
量
は
異
な
る
が
、
同
じ

く
大
嘗
祭
の
も
の
と
み
て
よ
い
だ
ろ
う
。

　

45
は
、
大お
お
と
の殿
祭ほ
が
い

に
使
用
す
る
酒
な
ど
の
量
を

記
録
し
た
木
簡
。
大
殿
祭
は
、
殿
舎
に
災
異
が

な
い
よ
う
に
祈
り
鎮
め
る
儀
式
で
、
六
月
の

神じ
ん
こ
ん
じ
き

今
食（
天
皇
が
神
と
共
に
食
事
を
と
る
儀
式
）

や
十
一
月
の
新
嘗
祭
・
大
嘗
祭
の
際
な
ど
に
執

り
お
こ
な
わ
れ
た
。

神
亀
元
年
（
七
二
四
）
十
一
月
二
十
三
日
か
ら
二
十
六
日
に
か
け
て
、
聖

武
天
皇
の
大
だ
い
じ
ょ
う
さ
い

嘗
祭
が
お
こ
な
わ
れ
た
。
造
酒
司
木
簡
に
は
、
聖
武
天
皇
の

大
嘗
祭
に
関
わ
る
一
群
が
含
ま
れ
る
と
推
定
さ
れ
る
。

46

41

45

東区朝
ちょう

堂
どういん

院朝
ちょう

庭
てい

で確認された大
だいじょう

嘗 宮
きゅう

の遺構（南から第二次大
だいごくでん

極殿を北に
望む）　大嘗宮は大嘗祭で使われる仮設の掘

ほっ

立
たて

柱
ばしら

建物群のこと。東区朝堂院
では、聖武天皇を含む奈良時代の５代の天皇が大嘗祭をおこなったと推定さ
れている。

聖
武
天
皇
の
大
嘗
祭

8
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ム

聖
武
天
皇
の
大
嘗
宮

朝堂院の朝庭でおこなわれた大嘗祭のイ
メージ

　

40
は
、
志し

き紀
郡
田た

い井
郷
（
河か
わ
ち内

国
）
か
ら
送

ら
れ
た
難か
た
さ
け酒
の
荷
札
。
難
酒
は
、『
和わ

名み
ょ
う
し
ょ
う
抄
』

に
よ
れ
ば
、
ア
ル
コ
ー
ル
度
数
の
高
い
濁
り
酒

の
こ
と
か
。
志
紀
の
地
に
は
古
く
県あ
が
たが

置
か
れ

て
い
た
こ
と
か
ら
、
大
嘗
祭
の
宴
席
な
ど
で
振

る
舞
わ
れ
る
「
県
醸
酒
」
に
相
当
す
る
と
考
え

ら
れ
る
。

　

39
は
、
16
同
様
●み
か

（
大お
お
が
め甕

）
の
付
札
か
。
表

面
に
容
量
を
、
裏
面
に
年
紀
を
記
す
。
容
量
は

三
石
七
斗
二
升
で
、
今
の
約
一
石
六
斗
七
升
、

三
〇
一
ℓ
に
あ
た
る
。
中
身
が
何
か
は
書
か
れ

て
い
な
い
が
、
酒
や
水
、
あ
る
い
は
米
な
ど
の

可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
年
紀
は
神
亀
元
年

十
一
月
十
一
日
で
、
聖
武
天
皇
の
大
嘗
祭
が
お

こ
な
わ
れ
る
十
二
日
前
に
あ
た
る
。
お
そ
ら
く

大
嘗
祭
の
準
備
に
関
わ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。　

40

39

　

大
嘗
祭
で
は
、大
嘗
宮
と
い
う
仮
設
の
建
物
が
建
て
ら
れ
た
。

一
日
目
の
神
事
は
、
天
皇
が
大
嘗
宮
に
籠こ

も
っ
て
お
こ
な
う
。

　

大
嘗
宮
は
、
平
安
時
代
の
史
料
に
よ
れ
ば
、
南
北
四
五
ｍ
、

東
西
六
五
ｍ
ほ
ど
の
規
模
で
、
周
囲
を
柴
垣
で
囲
む
。
中
は
左

右
対
称
で
、
東
の
悠ゆ

き紀
院
と
西
の
主す

き基
院
に
わ
か
れ
る
。
そ
れ

ぞ
れ
に
は
、
天
皇
が
祭
祀
を
お
こ
な
う
正
殿
の
ほ
か
、
バ
ッ
ク

ヤ
ー
ド
に
臼う
す

屋や

・
膳
か
し
わ

屋や

と
い
っ
た
建
物
が
あ
り
、
正
殿
の
そ
ば

に
は
、な
ん
と
厠
か
わ
や

（
ト
イ
レ
）
ま
で
つ
い
て
い
た
。
大
嘗
宮
は
、

神
事
が
終
わ
る
と
、
二
日
目
に
は

も
う
取
り
壊
さ
れ
て
し
ま
う
。

　

平
城
宮
跡
の
発
掘
調
査
で
は
、

宮
内
で
大
嘗
祭
を
お
こ
な
っ
た
六

代
の
天
皇
の
大
嘗
宮
が
、
す
べ
て

み
つ
か
っ
て
い
る
。
そ
の
場
所
は
、

元
正
・
聖
武
・
淳
仁
・
光
仁
・
桓

武
の
五
代
が
東
区
朝
堂
院
朝
庭
、

称
徳
の
み
中
央
区
朝
堂
院
朝
庭
で

あ
る
（
な
お
、
孝
謙
の
み
平
城
宮

外
で
大
嘗
祭
を
お
こ
な
っ
た
）。

　

聖
武
天
皇
の
大
嘗
宮
が
建
て
ら
れ
た
東
区
朝
堂

院
の
朝
庭
（
礫れ
き

敷
き
の
広
場
）
は
、
現
在
、
基
壇

が
復
原
さ
れ
て
い
る
第
二
次
大
極
殿
院
南
門
の
南

側
の
空
間
で
あ
る
。

　

一
方
、
造
酒
司
は
、
現
在
の
遺
構
展
示
館
の
駐

車
場
と
な
っ
て
い
る
辺
り
。
六
角
形
の
井
戸
屋
形

を
も
つ
井
戸
が
復
原
さ
れ
て
い
る
。
井
戸
か
ら
東

区
朝
堂
院
ま
で
歩
い
て
み
れ
ば
、
造
酒
司
と
大
嘗

宮
と
の
距
離
感
が
体
感
で
き
る
か
も
？

9
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大
嘗
祭
に
使
わ
れ
た
草
木

　

37
は
、
十
一
月
十
六
日
の
水
汲
み
担
当
者
八

人
の
氏
名
を
書
き
上
げ
た
木
簡
。
年
紀
は
書
か

れ
て
い
な
い
が
、
日
付
か
ら
み
て
、
聖
武
天
皇

の
大
嘗
祭
の
準
備
に
関
わ
る
可
能
性
が
あ
る
。　

　

42
は
、大
嘗
祭
で
使
う
草
木
の
リ
ス
ト
。『
延

喜
式
』
に
よ
る
と
、
造
酒
司
は
供く

神し
ん
り
ょ
う
料
と
し
て

九
種
の
植
物
を
準
備
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

た
。
木
簡
記
載
の「
真ま

前さ
き

葛か
ず
ら」、「
袁を

と

め
等
売
草ぐ
さ

」は
、

『
延
喜
式
』
の
規
定
に
一
致
す
る
。

42

37

　

『
延
喜
式
』
に
よ
る
と
、
造
酒
司
が
大
嘗
祭
で
供
神
料
と
し

て
用
い
る
植
物
は
九
種
類
。
い
ず
れ
も
畿
内
各
国
（
大や
ま
と和
・

山や
ま
し
ろ城

・
摂せ
っ
つ津

・
河か
わ
ち内

・
和い
ず
み泉

）
か
ら
進
上
さ
れ
た
。
列
挙
す

る
と
、
檜ひ

ば葉
、
真ま

き

は
木
葉
、
弓ゆ

弦づ
る

葉は

、
寄
や
ど
り

生ぎ

、
真ま

前さ
き

葛
か
ず
ら

、
日ひ

蔭か
げ

、

山や
ま
ひ
こ
ぐ
み

孫
組
、
山や
ま
た
ち
ば
な

橘
子
、
袁を

と

め
等
売
草ぐ
さ

。
こ
れ
ら
の
草
木
、
一
体
何
の

た
め
に
使
う
の
だ
ろ
う
か
？ 

　

平
安
時
代
の
史
料
に
よ
る
と
、
悠ゆ

き紀
国
・
主す

き基
国
（
大
嘗
祭

で
新
穀
を
献
上
す
る
国
）
が
供く

神し
ん
も
つ物
を
大
嘗
宮
へ
運
ぶ
際
、
黒

酒
・
白
酒
が
入
っ
た
容
器
を
乗
せ
る
輿こ
し

に
檜
葉
を
葺
き
、
容
器

そ
の
も
の
を
日
蔭
で
飾
っ
て
い
た
。
他
に
も
い
く
つ
か
の
容
器

が
「
美
草
」
で
飾
ら
れ
た
。
ど
う
や
ら
、
お
供
え
物
の
飾
り
つ

け
の
た
め
に
使
わ
れ
た
ら
し
い
。
ま
た
弓
弦
葉
は
、
重
ね
て
酒さ
け

柏
が
し
わ

（
天
皇
が
神し
ん
せ
ん饌

に
酒
を
注
ぐ
と
き
に
用
い
る
）
と
し
て
使

う
と
さ
れ
て
い
る
。　

　

お
そ
ら
く
、造
酒
司
か
ら
大
嘗
宮
へ
運
び
込
む
供
神
物
に
も
、

同
じ
よ
う
に
飾
り
付
け
が
施
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。「
美
草
」も
、

具
体
的
に
は
上
記
九
種
類
の
植
物
と
共
通
す
る
可
能
性
が
考
え

ら
れ
る
。

　

な
お
、
九
種
の
植
物
の
う
ち
、
日
蔭
は
他
の
さ
ま
ざ
ま
な
行

事
で
も
使
わ
れ
る
。
そ
れ
以
外
は
、
他
の
行
事
に
登
場
す
る
こ

と
は
少
な
く
、
と
く
に
42
に
み
え
る
袁
等
売
草
は
、
少
な
く
と

も
『
延
喜
式
』
で
は
大
嘗
祭
関
連
の
規
定
に
し
か
み
え
な
い
。

し
た
が
っ
て
、
42
は
大
嘗
祭
に
関
わ
る
可
能
性
が
き
わ
め
て
高

く
、
か
つ
奈
良
時
代
に
も
平
安
時
代
と
同
様
の
作
法
が
存
在
し

た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
、
貴
重
な
木
簡
と
い
え
よ
う
。 
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68
は
、
若わ
か

狭さ

国
か
ら
贄に
え

と
し
て
進
上
さ
れ
た

イ
ワ
シ
の
腊き
た
い（
干
物
）の
荷
札
。
イ
ワ
シ
は「
伊

和
志
」
と
、
一
字
一
音
の
万
葉
仮
名
で
書
き
記

さ
れ
て
い
る
。

　

49
は
、
紀き

い伊
国
か
ら
贄
と
し
て
送
ら
れ
た

少
辛
螺
の
頭
打
の
荷
札
。
少
辛
螺
は
、『
和わ

名み
ょ
う
し
ょ
う

抄
』
に
よ
る
と
ニ
シ
と
読
み
、
現
在
の
ア

カ
ニ
シ
の
た
ぐ
い
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
文
末

の
「
頭
打
」
は
、
貝
の
蝶ち
ょ
う

番つ
が
い部

を
砕
き
、
酢

な
ど
に
漬
け
た
も
の
と
さ
れ
る
。

　

50
は
、
筑ち
く

後ご

国
か
ら
霊
亀
三
年
（
七
一
七
）

の
分
と
し
て
貢
進
さ
れ
た
煮
塩
年あ

ゆ魚
の
荷
札
。

『
延え
ん

喜ぎ

式し
き

』
に
よ
る
と
、
大だ

宰ざ
い

府ふ

か
ら
贄
と
し

て
年
ご
と
に
煮
塩
年
魚
を
貢
進
す
る
決
ま
り
で

あ
っ
た
。

　

67
は
、
備び

前ぜ
ん

国
か
ら
送
ら
れ
た
海
細
螺
（
シ

タ
ダ
ミ
、
巻
貝
の
一
種
）
の
贄
の
荷
札
。
一
斗

は
今
の
四
・
五
升
で
、
約
八
・
一
ℓ
に
あ
た
る
。

　

58
は
、
49
と
同
じ
く
紀
伊
国
か
ら
贄
と
し
て

送
ら
れ
た
磯い
そ
だ
い鯛

の
荷
札
。

　

こ
れ
ら
は
、
い
ず
れ
も
贄
（
天
皇
用
の
食

材
）
の
荷
札
で
あ
る
。
贄
を
取
り
扱
う
の
は
、

大だ
い
ぜ
ん
し
き

膳
職
や
内な
い
ぜ
ん膳

司し

と
い
っ
た
役
所
で
、
奈
良
時

代
後
半
に
は
内だ
い

裏り

や
西
宮
の
北
方
に
あ
っ
た
と

推
定
さ
れ
て
い
る
。
内
裏
の
東
方
に
あ
る
造
酒

司
の
区
画
内
に
、
贄
の
荷
札
が
捨
て
ら
れ
て
い

る
の
は
な
ぜ
か
。
明
確
な
理
由
を
挙
げ
る
の
は

難
し
い
が
、
あ
る
い
は
、
何
ら
か
の
儀
式
の
際

に
酒
と
肴
を
セ
ッ
ト
で
準
備
す
る
都
合
上
、
造

酒
司
に
持
ち
込
ま
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。

海
産
物
の
荷
札
や
、
女
性
の
名
と
数
字
が
記
さ
れ
た
小
型
の
木
簡
な
ど
。
酒
づ
く
り

と
関
係
な
さ
そ
う
な
木
簡
た
ち
も
、造
酒
司
の
活
動
を
反
映
し
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。

酒
を
つ
く
る
ば
か
り
が
、
造
酒
司
で
は
な
い
。

49

67

58

68

50

造
酒
司
の
諸
相
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69

60

　

69
は
、志し

ま摩
国
か
ら
送
ら
れ
た
調
の
海め藻（
ワ

カ
メ
）の
荷
札
。
志
摩
国
の
ワ
カ
メ
の
荷
札
は
、

長
さ
三
〇㎝
前
後
、
幅
三㎝
強
と
比
較
的
大
き

く
、
こ
の
木
簡
の
よ
う
に
下
端
を
尖
ら
せ
る
も

の
が
多
い
。

　

60
は
、
伊い

ず豆
国
か
ら
送
ら
れ
た
麁あ
ら

堅が
つ
お魚

の
荷

札
。
麁
堅
魚
は
、
現
在
の
な
ま
り
節
の
よ
う
な

カ
ツ
オ
の
加
工
品
と
考
え
ら
れ
る
。
貢
進
量
は

十
一
斤
十
両
（
約
七
・
八
㎏
）。

　

51
は
、
安あ

わ房
国
か
ら
送
ら
れ
た
ア
ワ
ビ
の
荷

札
。
長
さ
四
尺
五
寸
（
約
一
三
四㎝
）
の
も
の

を
三
つ
で
一
束
に
し
た
と
あ
る
か
ら
、
熨の

し斗
ア

ワ
ビ
で
あ
る
。
荷
物
の
形
態
に
合
わ
せ
て
、
荷

札
も
細
長
く
作
ら
れ
て
い
る
。
荷
札
の
長
さ
は

四
六
・
一
㎝
で
、
熨
斗
ア
ワ
ビ
の
長
さ
の
約
三

分
の
一
に
あ
た
る
。
三
つ
に
折
り
畳
ん
で
荷
札

を
付
け
た
の
だ
ろ
う
。

　

ワ
カ
メ
・
カ
ツ
オ
・
ア
ワ
ビ
は
、
役
人
が
食

べ
る
だ
け
で
は
な
く
、
神し
ん
せ
ん饌
と
し
て
用
い
ら
れ

る
代
表
的
な
海
産
物
で
も
あ
る
。
平
安
時
代
の

史
料
に
よ
れ
ば
、
造
酒
司
で
は
、
酒
の
神
・
竈か
ま
ど

の
神
・
甕か
め

の
神
な
ど
を
祭
っ
て
お
り
、
あ
る
い

は
そ
れ
ら
の
祭
祀
に
用
い
ら
れ
た
可
能
性
も
考

え
ら
れ
る
。

（原寸の 55%） （原寸の 70%）

付
つけふだ

札型の木片　木簡が多数出土した溝から出土し
た。紐をかけるための切込みがあるが、墨書はな
い。木簡として使用する予定のものが、何らかの
理由で廃棄されたと推測される。平城宮でこの
ような木片がまとまってみつかることは珍しい。

（右：長さ 21㎝）

51
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56

　

55
は
、
大
小
の
釘
に
付
け
た
付
札
。
造
酒
司

内
の
建
物
の
修
理
や
建
て
替
え
の
際
に
用
い
ら

れ
た
釘
の
も
の
だ
ろ
う
か
。

　

56
は
、人
名
と
数
量
の
み
が
書
か
れ
た
付
札
。

物
品
名
が
書
か
れ
て
い
な
い
の
は
、
み
れ
ば
一

目
瞭
然
だ
っ
た
か
ら
だ
ろ
う
。
数
量
は「
八
連
」

と
あ
る
。「
連
」
は
文
字
ど
お
り
連
ね
た
状
態

の
も
の
を
数
え
る
単
位
。
カ
ツ
オ
・
ワ
カ
メ
・

ア
ワ
ビ
な
ど
の
海
産
物
、
あ
る
い
は
草
や
鉄
な

ど
に
、
幅
広
く
用
い
ら
れ
る
。

　

64
は
、駿す
る
が河

国
か
ら
送
ら
れ
た
甘こ
う
じ子

（
柑
子
）

の
荷
札
。
甘
子
は
小
型
の
ミ
カ
ン
類
で
、
奈
良

時
代
の
初
め
頃
に
唐
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
。
こ

の
木
簡
は
、
宝
亀
元
年
（
七
七
〇
）
の
年
紀
を

も
ち
、
造
酒
司
木
簡
の
中
で
は
最
も
新
し
い
部

類
に
属
す
る
。

造酒司の建物に葺
ふ

かれた可能性のある軒瓦　大極
殿や朝堂院など平城宮の中枢部で用いられた型式
とは異なる。同型式の軒瓦は東院などからも出土
している。（軒丸瓦の径 16.4㎝）

造酒司の建物に用いられた可能性のある鬼瓦　平
城宮の鬼瓦の中では小型のもの。歯

し が
牙をむきだし、

舌をかんだ表現が特徴的である。（復元縦幅26.4㎝）

「修」「理」の文字がスタンプされた丸瓦・平瓦（ス
タンプ部分の拡大写真）　奈良時代後半に設置さ
れた「修

しゅう
理
り

司
し

」という役所でつくられた、補修用
の瓦と考えられる。造酒司で多く出土した。

55

64
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65

53

72

　

65
は
、
大や
ま
と倭
国
と
刻
ま
れ
た
木
簡
。「
国
」

の
く
に
が
ま
え
は
深
く
刻
ま
れ
る
も
の
の
、
内

側
に
は
上
部
に
横
画
ら
し
き
浅
い
刻
線
が
一
本

あ
る
の
み
。
刻
み
か
け
た
が
煩
雑
な
た
め
省
略

し
、
く
に
が
ま
え
を
閉
じ
た
の
だ
ろ
う
か
。

　

53
・
62
・
72
は
、
女
性
名
と
数
字
を
記
し
た

小
型
の
木
簡
。
造
酒
司
か
ら
は
、
こ
の
タ
イ
プ

の
木
簡
が
ま
と
ま
っ
て
出
土
し
て
い
る
。
72
に

は
裙く
ん

（
長
い
ス
カ
ー
ト
）
と
あ
る
こ
と
か
ら
、

衣
服
に
関
わ
る
も
の
と
み
ら
れ
、
53
の
「
御
」

は
御
服
（
天
皇
の
服
）
と
い
う
意
味
で
あ
ろ
う
。

62
裏
面
の
「
麻
」
は
素
材
を
さ
す
か
。
別
筆
の

数
字
の
書
き
方
な
ど
か
ら
、
裁
縫
に
従
事
し
た

女
性
の
仕
事
内
容
を
記
し
た
も
の
と
い
わ
れ
て

い
る
が
、
木
簡
自
体
の
使
用
法
や
、
造
酒
司
で

捨
て
ら
れ
た
理
由
は
、よ
く
わ
か
っ
て
い
な
い
。

　

74
は
削
け
ず
り

屑く
ず

。
人
名
や
役
所
名
が
列
記
さ
れ
、

別
筆
で
「
升
」
と
記
さ
れ
る
。
役
人
に
酒
か
酢

を
支
給
す
る
際
の
帳
簿
の
削
屑
で
あ
ろ
う
。
帳

簿
の
よ
う
に
多
数
行
を
書
く
場
合
に
は
、
木
目

が
横
方
向
に
な
る
よ
う
に
材
を
使
う
（
横
材
）。

造
酒
司
木
簡
の
削
屑
に
は
、
横
材
が
多
い
。

　

75
は
、
習し
ゅ
う
し
ょ
書
木
簡
。
勢
い
の
あ
る
筆
致
で
文

字
が
書
き
連
ね
ら
れ
て
い
る
。
表
裏
両
面
の
文

字
は
全
て
「
謹
」
と
み
ら
れ
、
下
端
・
右
辺
が

欠
損
し
て
い
る
た
め
本
来
は
も
っ
と
多
く
書
か

れ
て
い
た
可
能
性
も
あ
る
。「
謹
」は「
謹
解
申
」

「
謹
啓
」
と
い
っ
た
具
合
に
、
役
人
が
文
書
や

書
状
で
頻
繁
に
使
用
す
る
文
字
で
あ
る
。

　

75

62

74
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造
酒
司
の
祭
祀
具

　井
戸
か
ら
延
び
る
南
北
溝
か
ら
は
、
多
く
の
祭
祀
遺
物
が
み
つ

か
っ
た
。
平
城
宮
内
で
は
、
溝
や
井
戸
を
中
心
と
し
て
、
祭
祀
遺
物

が
み
つ
か
る
こ
と
が
あ
る
が
、
祭
祀
の
目
的
は
明
ら
か
で
な
い
場
合

が
多
い
。
そ
の
点
、
こ
れ
ら
は
造
酒
活
動
の
さ
な
か
用
い
ら
れ
た
祭

祀
具
と
み
ら
れ
る
。
酒
づ
く
り
は
場
を
清
め
、
祈
り
を
さ
さ
げ
な
が

ら
お
こ
な
わ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

①斎
い

串
ぐし

：地面に刺して結界を示すためのもの。（長さ約 20㎝）
②鏃

ぞくがた

形：表面には 3.2 ～ 3.3㎜ごとに目盛りがついており、ものさしを転用したものとわかる。（長さ 12.3㎝）
③鳥形：鳥形や舟形は、人の罪や穢れを他界へ送る乗り物とされる。長方形の板に頭部のみ切り抜いている。（長さ 8.8㎝）
④舟形：舳

へ

先
さき

の部分のみ残る。内側には、輪郭に沿って穴が開けられている。（長さ 9.8㎝）
⑤横

よこぐし

櫛：井戸の祭祀における特徴的な祭祀具といわれる。1本の歯幅が１㎜以下と非常に細かく揃っており、精巧に作られ　　　　
　　　　ている。（長さ 7.5㎝）
⑥人

ひとがた

形：折れて顔の部分だけが残る。赤外線写真（右）によって、墨で眉毛や目などが描かれていたことが確認できた。
　　　　（長さ 4.7㎝）

騎
馬
人
物
の
版
木
？

　祭
祀
具
が
み
つ
か
っ
た
同
じ
溝
か
ら
出
土
し
た
。

こ
の
板
に
は
、
騎
馬
像
と
思
わ
れ
る
印
象
的
な
マ
ー

ク
が
シ
ル
エ
ッ
ト
風
に
彫
ら
れ
て
い
る
。
型
押
し
の

版
木
と
し
て
使
わ
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
が
、
墨

や
朱
な
ど
は
残
っ
て
い
な
い
。
一
体
何
に
使
わ
れ
た

の
だ
ろ
う
か
？（
縦
一
一
・
八
㎝
、厚
さ
約
二
・
七
㎝
）。

▲騎馬人物部分の拡大写真

②

①

③

④

⑥ ⑤
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